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CAST (Children of Alcoholics Screening Test)

日本語版と親の飲酒が子供達に及ぼす影響

山崎 茂樹

目的　Children of AlcoholicsScreening Test日本語版（以下CAST）の信頼性と妥当性の検討および親の飲

酒が子供に及ぼす影響について調べた。

方法　高校2年生および高等看護学校3年生を対象としてCAST等を自記式アンケート調査法により実施

し有効票572票および44票を得て分析した。

成績　(1)CASTの内的一貫性についてはその指標であるCronbachのα値は.92，主成分分析の第一主成分

の固有値を用いた信頼性係数θ値は.92，再現性については再テスト法による信頼性係数ρ値は.96が

認められた。

(2)CASTは該当率に差はあるものの30の全項目において該当があり，かつ違和感のある質問項目は

含まれていないことが認められた。また，CASTの測定目標と測定内容の二元表を作成して内容妥

当性が検討された。

(3)CAST 30項目の潜在的構造モデルを調べるべく因子分析を行った。その結果，CASTは親の飲酒

に関連した子供の体験を，相対的重さとしては知＞情＞意の順で測定するように構成されていること

が認められた。

(4)CASTのカットオフポイント6点以上（アルコール依存症者の子供と推定される）は対象の

17.7％に認められた。

(5)CASTの全30項目において男子生徒よりも女子生徒のほうが該当率（肯定率）が高く，そのうち

13項目において有意差を認めた。またCAST得点は男子生徒より女子生徒のほうが有意に高いこと

を認めた（p＝0.008）。男子生徒および女子生徒ともに父親の飲酒頻度が高いほどCAST得点は有意

に高った。

結論　(1)CASTの信頼性および妥当性が認められた。

(2)高校生の17.7％がアルコール依存症者の子供である。

(3)親の飲酒頻度が高いほど子どもたちはその影響を受けており，なかんずく女子は男子よりも父親の

飲酒を深刻～過敏に受けとめている。
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